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No.235平成25年1月1日お知らせ

　昨年４月から、使用済みの天ぷら油も分別ごみとして、地域の分別
収集や資源物受入施設で回収しています。回収した油はバイオディー
ゼル燃料として再利用されます。

■問い合わせ先　生活環境課　☎（36）１４２１

天ぷら油もリサイクルできます

天
か
す
な
ど
の
ご
み
は
、

網
な
ど
で
除
く

間
違
っ
た
出
し
方

使
用
済
み
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

（
ラ
ベ
ル
を
外
す
）

に
入
れ
て
キ
ャ
ッ
プ
を

し
っ
か
り
閉
め
る

　
谷
井
博
美
市
長
ら
が
出
迎

え
る
中
、
宗
像
市
役
所
に
到

着
し
た
小
川
知
事
。
会
議
室

へ
移
動
し
、
谷
井
市
長
が
市

の
概
要
や
、
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
的
戦
略
で
あ
る
市
民
協

働
の
推
進
、
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み

　

小
川
洋
県
知
事
が
昨
年
��
月
��
日
、
県
が
主
催
す
る

「
知
事
の
ふ
る
さ
と
訪
問
」
で
宗
像
市
を
訪
問
。
市
役
所

や
東
郷
コ
ミ
セ
ン
、
海
の
道
む
な
か
た
館
、
大
島
を
訪
れ
、

関
係
者
ら
と
宗
像
市
や
県
の
未
来
に
つ
い
て
語
り
合
い

ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

秘
書
課
広
報
・
報
道
係　

☎
（
36
）
１
０
５
５

　
海
の
道
む
な
か

た
館
で
は
、
市
内

で
活
躍
し
て
い
る

市
民
活
動
団
体
の

み
な
さ
ん
が
小
川

知
事
ら
と
懇
談
し

ま
し
た
。

　
参
加
団
体
は
、

宗
像
子
育
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
こ
ね
っ

と
、
宗
像
歴
史
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会
、
葉
山
ヘ
ル

ス
ケ
ア
・
省
エ
ネ
共
和
国
、

ア
ニ
マ
ル
レ
ス
キ
ュ
ー
む
な

か
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宗
像
里

　
大
島
で
は
、
大
漁
旗
を
掲

げ
た
船
で
歓
迎
す
る
な
ど
、

島
民
あ
げ
て
小
川
知
事
を
出

迎
え
。
う
み
ん
ぐ
大
島
に
到

着
し
た
小
川
知
事
へ
、
大
島

の
小
・
中
学
生
か
ら
歓
迎
の

言
葉
と
花
束
が
贈
ら
れ
る

と
、
小
川
知
事
は
と
て
も
感

激
し
た
様
子
で
し
た
。

　
う
み
ん
ぐ
大
島
で
は
、
施

設
内
を
移
動
し
な
が
ら
説
明

を
受
け
た
後
、
実
際
に
釣
堀

で
魚
釣
り
を
体
験
し
た
小
川

知
事
。「
こ
れ
は
お
も
し
ろ

い
」
と
ス
タ
ッ
フ
に
釣
り
の

コ
ツ
な
ど
を
熱
心
に
聞
い
て

い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
大
島
の
活
性
化

笑
顔
で
宗
像
市
役
所
に
到
着
し
た

小
川
知
事
（
中
央
）

特
徴
的
な
市
の
取
り
組
み
を
説
明

東
郷
コ
ミ
セ
ン
で
は
利
用
者
と
交
流

な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
東
郷
コ
ミ
セ
ン

へ
移
動
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

策
な
ど
に
つ
い
て
、
同
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会

と
懇
談
し
ま
し
た
。
ま
た
、

東
郷
コ
ミ
セ
ン
で
開
催
さ
れ

小
川
知
事
に
お
茶
を
お
点
て
す
る

茶
道
教
室
つ
く
し
会

山
の
会
の
５
団
体
。
各
団
体

の
代
表
者
が
日
ご
ろ
の
活
動

内
容
や
課
題
な
ど
を
説
明
し

ま
し
た
。

　
小
川
知
事
は
「
ふ
る
さ
と

訪
問
は
本
年
度
５
回
目
で

す
。
宗
像
市
は
非
常
に
ゆ
っ

た
り
と
し
て
、
落
ち
着
く
場

所
で
す
。
ま
た
、
市
民
活
動

が
活
発
で
、
行
政
と
一
体
と

な
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す

ね
。
今
日
、
聞
い
た
こ
と
を

県
政
に
生
か
し
、
県
民
一
人

ひ
と
り
が
幸
せ
、
元
気
で
活

発
で
あ
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
宗
像
歴
史
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
の
船
村
浩
由

和やかな雰囲気で懇談する
小川知事（左から３人目）と各団体の代表者ら

て
い
る
語
学
や
茶
道
の
教
室

も
訪
問
し
、
講
師
や
受
講
生

の
み
な
さ
ん
と
交
流
。
茶
道

教
室
で
は
、
川
手
宗
和
（
美

和
子
）
先
生
が
お
茶
を
点

（
た
）
て
、
小
川
知
事
に
一

服
差
し
上
げ
ま
し
た
。

　
同
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運

営
協
議
会
事
務
局
長
の
山
田

久
さ
ん
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
日
ご
ろ
の
成
果
を
披

露
で
き
、誇
り
に
思
い
ま
す
。

東
郷
地
区
が
ま
す
ま
す
活
性

化
す
る
よ
う
、
地
域
の
み
な

さ
ん
と
今
後
と
も
連
携
を
深

め
て
活
動
し
て
い
き
た
い
」

と
こ
れ
か
ら
の
思
い
を
述
べ

ま
し
た
。

小
川
知
事
に
歓
迎
の
言
葉
と
花
束
を
贈
る

大
島
の
小
・
中
学
生

（
ひ
ろ
よ
し
）
さ
ん
は
「
私

た
ち
は
、
年
間
に
約
６
０
０

０
人
の
ガ
イ
ド
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
３
月
に
は
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
大
会
を

宗
像
市
で
４
０
０
人
の
ガ
イ

ド
を
迎
え
て
開
催
し
ま
す
。

さ
ら
に
世
界
遺
産
登
録
推
進

と
宗
像
の
魅
力
を
伝
え
て
い

き
た
い
で
す
」
と
今
後
の
活

動
に
向
け
て
、
意
気
込
み
を

話
し
ま
し
た
。

や
地
域
振
興
を
目
的
に
設
立

さ
れ
た
元
気
な
島
づ
く
り
事

業
推
進
協
議
会
の
み
な
さ
ん

が
、
大
島
の
現
状
や
取
り
組

み
な
ど
に
つ
い
て
説
明
。
ま

た
、
冬
の
風
物
詩
で
あ
る
玄

界
灘
産
天
然
の
ア
ラ
や
ト
ウ

ヘ
イ
の
鍋
を
準
備
し
、
小
川

知
事
へ
大
島
の
海
の
幸
を
大

い
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
ふ
る
さ
と
訪
問
を

終
え
、
谷
井
市
長
は
「
今
回

の
ふ
る
さ
と
訪
問
で
小
川
知

事
に
も
、
宗
像
市
は
市
民
協

働
参
画
が
非
常
に
進
ん
で
い

る
と
評
価
し
て
も
ら
い
、
と

て
も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
今
年
で
旧
玄
海
町
、
旧

宗
像
市
が
合
併
し
て

10
周
年
を
迎
え
ま

す
。
宗
像
市
の
さ
ら

な
る
飛
躍
の
年
と
な

る
よ
う
、
市
民
の
み

な
さ
ん
と
と
も
に

『
元
気
な
市
民
と
元

気
な
ま
ち
づ
く
り
』

を
基
本
理
念
に
、
愛

す
る
郷
土
・
宗
像
の

ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら

に
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。」

と
未
来
へ
思
い
を

は
せ
ま
し
た
。

小
川
知
事
に
エ
サ
の
付
け
方
を
説
明

す
る
う
み
ん
ぐ
大
島
の
ス
タ
ッ
フ

行
政
と
一
体
と
な
っ
て
活
動

市
民
活
動
団
体
と
懇
談

島
民
の
歓
迎
に
知
事
感
激
！

う
み
ん
ぐ
大
島
で
は
釣
り
体
験
も

知
事
の
ふ
る
さ
と
訪
問

知
事
の
ふ
る
さ
と
訪
問

未
来
を
語
り
合
っ
た

未
来
を
語
り
合
っ
た



むなかたタウンプレス （2）

市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは、秘書課広報・報道係☎0940（36）1055まで

No.235 平成25年1月1日 お知らせ

　
市
と
さ
つ
き
松
原
運
営
協
議

会
で
は
、
大
規
模
な
松
枯
れ
被

害
で
、
松
の
本
数
が
減
少
し
て

い
る
さ
つ
き
松
原
の
「
再
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
県
森
林
づ
く

り
活
動
公
募
事
業
採
択
事
業
な

ど
を
活
用
し
て
実
施
。
松
苗
を

植
樹
す
る
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。

　
強
い
潮
風
や
飛
砂
を
防
ぐ
に

は
、
松
が
最
適
だ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
松
の
植

樹
活
動
は
と
て
も
重
要
で
す
。

　
ま
た
、
さ
つ
き
松
原
は
昭
和

62
年
、
社
団
法
人
日
本
の
松
の

緑
を
守
る
会
に
よ
る
「
日
本
の

白
砂
青
松
１
０
０
選
」
に
選
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
大
切
な
さ
つ
き
松
原
を
守
る

た
め
、
多
く
の
み
な
さ
ん
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時
　
２
月
３
日
（
日
）
午

前
９
時
受
付
、
同
９
時
30
分

〜
同
11
時
実
施

＊
雨
天
の
場
合
は
２
月
��
日

（
日
）
に
延
期

＊
実
施
の
有
無
は
当
日
、
市

役
所
代
表
☎
（
��
）
１
１

２
１
へ
電
話
で
確
認
か
、

市
ＨＰhttp://w

w
w
.city.

m
unakata.lg.jp/

→
「
市

内
に
お
住
ま
い
の
方
」
で
確

認
を

●
植
樹
場
所
　
さ
つ
き
松
原

＊
集
合
場
所
は
、
玄
海
東
小
学

校
西
側
の
さ
つ
き
松
原

●
駐
車
場
　
玄
海
東
小
学
校
、

玄
海
ゆ
り
の
樹
幼
稚
園
、
旧

玄
海
膳
菱
亭
、
玄
海
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル

＊
集
合
場
所
、
駐
車
場
は
左
図

参
照

●
持
参
品
　
先
の
と
が
っ
て
い

る
ス
コ
ッ
プ
、
軍
手

＊
事
前
申
込
不
要

■
問
い
合
わ
せ
先

自
然
環
境
課

☎
（
36
）
１
１
３
０

市
　
か
　
ら

　「
海
の
道
む
な
か
た
館
」
で

は
、
お
正
月
特
別
企
画
体
験
学

習
と
し
て
、
こ
ま
の
絵
付
け
体

験
を
実
施
し
ま
す
。
自
分
で
絵

付
け
し
た
こ
ま
で
、
こ
ま
回
し

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
程
　
１
月
12
日
（
土
）、

同
13
日
（
日
）

●
時
間
　
い
ず
れ
も
午
前
10
時

〜
午
後
３
時

●
場
所
　
海
の
道
む
な
か
た
館

●
定
員
　
各
日
先
着
50
人

●
参
加
費
　
３
０
０
円
（
材
料

代
含
む
）

■
申
込
方
法
　
海
の
道
む
な
か

た
館
☎
（
62
）
２
６
０
０
へ

電
話
で
申
し
込
む

こ
ま
の
絵
付
け
体
験

み
ん
な
で植

え
よ
う
！

さ
つ
き
松
原
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

を

１
０
０
０
本
の
松

瀬戸
交差点

上八
交差点

玄海東
小学校

玄界灘

495

P

P

P

P

旧玄海
膳菱亭

玄海ゆりの樹
　 幼稚園

玄海東
小学校

玄海
ロイヤル
ホテル

徒歩

徒歩

さつき松原

集合場所



平成25年１月14日迄に入会申込をして頂くと、入会金2,100円が無料に! 
 更にＧＡテニスショップの商品券5,000円分プレゼント!
キッズ・ジュニア初心者特別割引クラスは3,000円分になります。

明けましておめでとうございます。本年もグローバルアリーナを宜しくお願いいたします

テニスコート直通
TEL.0940-33-9680 URL：http://www.g-arena.com E-mail:tennis@g-arena.com

無料体験受付中!! 　お気軽にお問合せ下さい!!
レンタルラケット・シューズ無料貸し出し致します。

通常料金２ヶ月８回￥16,800が￥10,500と割安に!!
初心者特割クラス開講

65歳以上の方は、￥2,100の割引き有!!
悠 ク々ラス割引 目指せ!!第ニ

の錦織圭!!
目指せ!!第ニ

の錦織圭!!

料金：2ヶ月8回￥8,400／対象：5歳～15歳
キッズ＆ジュニアクラスも充実！

（3） むなかたタウンプレス No.235お知らせ 平成25年1月1日

市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは、秘書課広報・報道係☎0940（36）1055まで

20歳になったら国民年金加入手続きを！
　国民年金は、日本に住んでいる20歳以上60歳未満の人に加入が義

務付けられています。厚生年金や共済年金の加入者、第３号被保険者

（厚生年金、共済年金加入者の配偶者）以外の人は、20歳になる誕生

月の初旬に、日本年金機構から書類が届きますので、市役所か年金事

務所で国民年金加入の手続きをお願いします。

　公的年金制度は、老後の所得保障はもちろん、万一、病気やけがで

重い障がいが残ったときや加入者が死亡したときに遺族（妻、子）が

いる場合に備え、みんなで支え合う制度です。

　また、手続き終了から１～２カ月後に、日本年金機構から年金手帳

が届きます。厚生年金に加入するときや、年金を受け取るときなどに

必要です。大切に保管してください。

■問い合わせ先

▽市民課国民年金係	 ☎（36）１１２１（代）

▽元気な島づくり課市民サービス係	 ☎（72）２２１１

▽東福岡年金事務所国民年金課	 ☎０９２（６５１）７１２９

　　保険料はいくら？

　　平成24年４月～同25年３月は、月額14,980円です。
保険料は年度ごとに見直されます。

　　納付が困難な場合はどうしたらいいの？

　　学生や30歳未満の人が受けることができる猶予制度や、国民年
金全加入者が対象の免除制度があります。それぞれの制度で所
得審査対象者や対象期間が異なります。詳しくは、右記「国民
年金保険料の納付が困難なときは」を参照してください。

　　猶予制度も免除制度も利用せず、保険料も納めなかったらどう
なるの？

　　現在の制度では、国民年金保険料を納めた期間、猶予・免除を
承認された期間、厚生年金などに加入した期間を合わせて300
月（25年）以上で、老後に受け取る年金（老齢基礎年金）の権
利が発生します。手続きを何もしなければ、老齢基礎年金を受
け取ることができない場合があります。

　　さらに、病気やけがで重い障がいが残ったときに受けられる障
害年金や、一家の家計を支えてきた加入者が死亡したときに受
けられる遺族年金を受けられない場合があります。

Q

A

Q

A

Q

A

【共通事項】
●持参品
▽基礎年金番号が分かるもの（年金手帳や保険料納付案内書）
▽印鑑（本人が申請する場合は不要）
▽代理人が申請する場合は、代理人本人の確認ができるもの
（運転免許証、健康保険証など）
▽失業などで会社を辞めた場合は、離職年月日の確認ができ
る公的機関の証明（雇用保険受給資格者証、雇用保険被保
険者離職票など）

▽平成24年１月１日以降に宗像市に転入してきた人は、平成
23年中の収入が分かる書類（平成24年度所得証明など）

▽学生証（学生納付特例制度のみ必要。コピー可）

よくある質問と回答

学生の人は・・・

30歳未満の人は・・・

　
市
で
は
、
平
成
25
年
度
市
県

民
税
の
申
告
受
付
を
、
左
表
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
（
土
・
日

曜
日
を
除
く
）。

＊
南
郷
コ
ミ
セ
ン
と
自
由
ヶ

丘
コ
ミ
セ
ン
で
の
受
付
は
、

ホ
ー
ル
な
ど
の
改
修
工
事
の

た
め
中
止

＊
各
コ
ミ
セ
ン
と
大
島
ふ
れ
愛

セ
ン
タ
ー
で
は
確
定
申
告
の

受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。
確
定

申
告
の
受
付
に
つ
い
て
は
、

市
広
報
紙
１
月
��
日
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
市
民
税
係

�

☎
（
36
）
７
３
５
０

＊
確
定
申
告
に
つ
い
て
は
香
椎

税
務
署
☎
０
９
２（
６
６
１
）

１
０
３
１
へ
問
い
合
わ
せ
を

市
県
民
税
申
告
を
受
付

日程 場所 受付時間

２月	１日（金） 赤間コミセン 		9:30～11:30／13:00～15:00

２月	４日（月） 赤間西コミセン
		9:00～11:30

２月	５日（火） 吉武コミセン

２月	６日（水） 大島ふれ愛センター 10:30～12:00／13:00～15:00

２月	７日（木） 玄海コミセン 		9:00～11:30

２月18日（月）
～３月15日（金）

市役所・
北館103会議室 		9:00～11:30／13:00～15:00

国民年金保険料の
納付が困難なときは

学生納付特例制度
●所得審査の対象／申請者本人

●猶予対象期間／平成24年４月～同25年３月分

●申請締切日／平成25年４月30日（火）

●所得審査の対象／申請者本人、申請者の配偶者

●猶予対象期間／平成24年７月～同25年６月分

●申請締切日／平成25年７月31日（水）

若年者納付猶予制度

所得が少ない人は・・・

●所得審査の対象／申請者本人、申請者の配偶者、世帯主

●免除対象期間／平成24年７月～同25年６月分

●申請締切日／平成25年７月31日（水）

保険料免除制度

【
お
わ
び
と
訂
正
】
広
報
紙
12
月
15
日
号
10
ペ
ー
ジ
「
１
月
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
中
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
2�
日
（
月
）
の
「
還
付
申
告
セ
ン
タ
ー
（
赤
間
コ
ミ
セ
ン
）
午
前
９
時
�0
分
〜
同
11
時
�0
分
、
午
後
１
時
〜
同
３
時

　
　
　
　
　
　
　

＊
２
月
１
日
（
金
）
ま
で
」
は
、
正
し
く
は
、
１
月
2�
日
（
火
）
で
す
。
１
月
2�
日
（
月
）、
赤
間
コ
ミ
セ
ン
は
休
館
で
す
。　

■
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
市
民
税
係　

☎（
�6
）７
３
５
０
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市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは、秘書課広報・報道係☎0940（36）1055まで

No.235

市
　
か
　
ら

臨
時
職
員
募
集

　
市
で
は
、
日
々
任
用
職
員
を

募
集
。
書
類
選
考
と
面
接
で
決

定
。
履
歴
書
は
返
却
不
可
（
不

採
用
の
場
合
は
全
て
破
棄
）。

●
業
務
内
容
　
会
計
事
務
補
佐

●
応
募
要
件
　
経
理
事
務
と
給

与
事
務
の
経
験
者
で
、
パ
ソ

コ
ン
（
ワ
ー
ド
、エ
ク
セ
ル
）

の
操
作
が
で
き
る
人

●
任
用
期
間
　
１
月
24
日（
木
）

～
３
月
31
日
（
日
）

　むなかた「水と緑
の会」は、平成22
年に設立20周年を
迎え、その記念とし
て、市民のみなさん
と一緒に歌えるご当
地ソング「釣川」（作
曲＝津久場郷史〈さ
とし〉さん／歌詞＝
市民から募集）を制

作。同会では「釣川」を多くの人に知ってもらおうと、さまざま
な場所で演奏活動をしています。今回は釣川クリーン作戦の受付
時に、オカリナで「釣川」を披露。ゆめタウン裏に設置された本
部会場で、多くの人がオカリナの演奏に聴き入っていました。
　演奏したのは、同会広報部会のオカリナグループ「釣川の風」
のみなさん17人で、「釣川の桜並木の中で多くの人に聴いてもら
い、気持ち良く吹けました。『釣川』は口ずさみやすいのでみなさ
んに広げていきたい」と語りました。
　ゆめタウンの須藤信子さん（40歳代）は「ゆめタウンとして毎
年参加しています。今日は朝からオカリナの演奏を聴いて気持ち
が良く、ごみ拾いも楽しくなりそう。きれいな曲なので、みなさ
んに広がればごみを捨てる人も減るのでは。釣川沿いはお客さま
が通るので、これからも釣川をきれいにしていきたいと思ってい
ます」と意気込んでいました。　　　　　　（市民記者・岩元賢一）

■問い合わせ先　自然環境課　☎（36）１１３０

　釣川クリーン
作戦実行委員会
が「第21回釣川
クリーン作戦」を、
昨年10月の第２
〜４日曜日に実
施。同実行委員は、
市とむなかた「水
と緑の会」、各地
区コミュニティ運
営協議会で構成さ
れています。
　今回も、市民のみなさんや事業所などから総勢約3,000人が参
加しました。清掃活動で、たくさんのごみが集められ、よりきれ
いな釣川になりました。ありがとうございました。
　同実行委員会は、これからも、市の環境のシンボルである釣川
や宗像の素晴らしい自然を守り、ごみのない環境づくりに取り組
みますので、みなさんの協力をお願いします。

●回収したごみの量　可燃物３t、不燃物0.6t

■問い合わせ先　自然環境課　☎（36）１１３０

オカリナを演奏する「釣川の風」

熱心にごみを拾う参加者

釣川クリーン作戦

みなさんのおかげで
きれいになりました

オカリナでご当地ソング「釣川」を披露

【
公
営
住
宅
】

●
内
容
　
平
原
団
地
（
須
恵
３

丁
目
）
／
簡
易
耐
火
構
造
２

階
建
＝
１
戸

●
入
居
要
件
　
住
宅
に
困
っ
て

い
る
市
内
在
住
か
市
に
通
勤

す
る
人
で
、
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
い
る
人

＊
申
込
者
か
同
居
親
族
が
暴
力

団
員
の
人
は
入
居
申
込
不
可

●
収
入
基
準
　
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
の
収
入
を
含
め
、

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

＊
更
新
の
場
合
あ
り

●
勤
務
日
数
　
月
13
日
程
度

＊
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

●
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
45
分

～
午
後
４
時

＊
��
分
の
休
憩
あ
り

●
勤
務
地
　
会
計
課

●
賃
金
　
時
給
８
５
０
円

＊
手
当
、
交
通
費
支
給
な
し

●
募
集
人
数
　
１
人

●
面
接
日
　
１
月
17
日
（
木
）

＊
面
接
時
間
は
同
��
日
（
火
）

以
降
に
電
話
で
連
絡

●
申
込
方
法
　
１
月
15
日（
火
）

必
着
で
、市
販
の
履
歴
書（
写

真
貼
付
）
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
会
計
課
へ
次
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込
む

▽
郵
送
（
住
所
不
要
）
＝
〒
８

１
１
・
３
４
９
２
／
会
計
課

宛
て

▽
直
接
窓
口
（
市
役
所
本
館
１

階
）
へ
持
参

＊
受
付
は
月
〜
金
曜
日
の
午
前

８
時
��
分
〜
午
後
５
時

■
問
い
合
わ
せ
先

　
会
計
課　

☎
（
36
）
１
３
５
７

諸
控
除
後
の
所
得
金
額
が
月

額
15
万
８
０
０
０
円
以
下

●
家
賃
　
所
得
に
応
じ
て
異
な

る
●
申
込
方
法
　
１
月
７
日（
月
）

か
ら
同
18
日
（
金
）
ま
で

に
、
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
ハ
ガ
キ
２
枚
を

添
え
て
、
建
築
課
か
元
気
な

島
づ
く
り
課
市
民
サ
ー
ビ
ス

係
（
大
島
行
政
セ
ン
タ
ー
）

へ
直
接
持
参
し
て
申
し
込
む

＊
申
込
書
は
、１
月
７
日
（
月
）

か
ら
、
建
築
課
と
元
気
な
島

づ
く
り
課
市
民
サ
ー
ビ
ス
係

で
入
手
可

■
問
い
合
わ
せ
先

建
築
課

　
　
☎
（
36
）
５
２
０
３

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
学
ぶ
会

参
加
者
募
集

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
と
は
、
目
や
耳
な

ど
の
五
感
を
使
い
、
脳
を
働
か

せ
て
体
と
脳
の
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
発
育
を
促
す
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

方
法
で
す
。
運
動
能
力
を
高
め

る
効
果
が
あ
る
た
め
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
ア
ス
リ
ー
ト
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

●
日
程
　
１
月
26
日
（
土
）

●
会
場
　
宗
像
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー

＊
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
で
き

る
だ
け
公
共
交
通
機
関
で
の

来
場
を

●
内
容

【
親
子
体
験
会
】

▽
時
間
　
午
前
８
時
30
分
受

付
、
同
９
時
～
正
午
実
施

▽
定
員
　
先
着
親
子
20
組
40
人

＊
原
則
大
人
１
人
、
子
ど
も
１

人
（
小
学
１
〜
３
年
生
）

▽
参
加
費
　
１
組
５
０
０
円

【
指
導
者
研
修
会
】

▽
時
間
　
午
後
０
時
30
分
受

付
、
同
１
時
～
同
５
時
実
施

▽
定
員
　
先
着
30
人

▽
参
加
費
　
１
０
０
０
円

【
共
通
事
項
】

●
講
師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｊ
Ａ
Ｃ

Ｏ
Ｔ
公
認
講
師

●
持
参
品
　
体
育
館
シ
ュ
ー

ズ
、
動
き
や
す
い
服
装

●
申
込
方
法
　
１
月
18
日（
金
）

ま
で
に
、
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
や
市
内
体

育
施
設
、
市
役
所
に
設
置
し

て
い
る
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
、
市
民
活
動
推

進
課
へ
次
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
申
し
込
む

▽
郵
送
（
住
所
不
要
）
＝
〒
８

１
１
・
３
４
９
２
／
市
民
活

動
推
進
課
宛
て

▽
直
接
窓
口
（
西
館
２
階
）
へ

持
参

▽
FAX
（
36
）
０
２
７
０

▽
メール k

a
tu
d
o
u
@
c
ity.

m
unakata.fukuoka.
jp●そ

の
他
　
申
し
込
み
は
、
申

込
書
以
外
の
紙
で
も
可
。
必

要
事
項
は
、

▽
親
子
体
験
会
＝
①
児
童
の
氏

名
、
性
別
、
学
校
名
、
学
年

②
保
護
者
の
氏
名
、
性
別
③

住
所
④
電
話
番
号
⑤
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
⑥
受
講
動
機

▽
指
導
者
研
修
会
＝
①
氏
名
②

住
所
③
性
別
④
年
齢
⑤
電
話

番
号
⑥
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
⑦

職
業
⑧
勤
務
先
か
学
校
名
⑨

所
属
団
体
（
種
目
）
⑩
受
講

動
機

■
問
い
合
わ
せ
先

市
民
活
動
推
進
課

　
　
☎
（
36
）
１
５
４
０



むなかたタウンプレス

福津市、宮若市、岡垣町と協定を締結

イノシシの捕獲で
市民の安全・安心を

鳥獣加工処理施設を整備

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

動
物
ふ
れ
あ
い
教
室

女
性
の健

康
セ
ミ
ナ
ー

（5）

携帯電話からの市 ＨＰアドレス　▽ｉモード（NTTドコモ）＝http://www.city.munakata.lg.jp/mobile/i/index.html
▽EZweb（au）＝http://www.city.munakata.lg.jp/mobile/e/index.html　▽Yahoo!ケータイ（SoftBank）＝http://www.city.munakata.lg.jp/mobile/j/index.html
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【
生
徒
募
集
】

●
学
科　

県
立
福
岡
高
等
視
覚

　

特
別
支
援
学
校

生
徒
募
集

●
主
催　

県
粕
屋
保
健
福
祉

環
境
事
務
所

●
募
集
住
宅　

県
内
に
所
在

す
る
県
営
住
宅

＊
対
象
団
地
や
戸
数
な
ど
、

詳
し
く
は
募
集
案
内
書
で

確
認
を

●
募
集
案
内
書
配
布
・
申
込

受
付
期
間　

１
月
10
日

（
木
）
〜
同
21
日
（
月
）

●
募
集
案
内
書
配
布
場
所　

市
建
築
課
（
市
役
所
本
館

２
階
）、
元
気
な
島
づ
く

り
課
（
大
島
行
政
セ
ン

タ
ー
）、
県
住
宅
供
給
公

●
主
催　

ア
ニ
マ
ル
レ
ス

キ
ュ
ー
む
な
か
た（
Ａ
Ｒ
）

●
日
時　

１
月
13
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

メ
イ
ト
ム
宗
像
・

１
０
１
会
議
室

●
内
容

▽
犬
猫
の
病
気
の
話
（
宗
像

獣
医
師
会
さ
く
ら
動
物
病

院
高
山
明
久
院
長
）

▽
大
切
な
命
を
守
ろ
う
（
Ｈ

ｕ
ｇ
Ｍ
ｅ
ね
っ
と
）
な
ど

●
受
講
料　

無
料

【
わ
ん
に
ゃ
ん
譲
渡
会
】

●
主
催　

Ａ
Ｒ

＊
市
後
援

●
内
容　

賃
金
引
き
上
げ
の

た
め
に
実
施
す
る
業
務
改

善
経
費
の
２
分
の
１
（
上

限
１
０
０
万
円
）
を
支
給

●
対
象　

最
低
賃
金
を
８
０

０
円
以
上
に
引
き
上
げ
る

中
小
企
業

＊
詳
し
く
は
福
岡
労
働
局

ＨＰhttp://fukuoka-
roudoukyoku.jsite.
m
hlw
.go.jp/

で
確
認

か
、
問
い
合
わ
せ
を

■
問
い
合
わ
せ
先

同
労
働
局
賃
金
課

　

☎
０
９
２
（
４
１
１
）
４

５
７
８

協定書を交わした谷井市長（左から）と
小山福津市長、有吉宮若市長、宮内岡垣町長

人
づ
く
り
で

�
ま
ち
づ
く
り
事
業

●
日
時　

１
月
13
日
（
日
）

正
午
〜
午
後
４
時

●
会
場　

メ
イ
ト
ム
宗
像
・

屋
外
広
場
（
東
側
出
入
口

前
）

●
入
場
料　

無
料

＊
当
日
は
面
会
の
み
で
、
後

日
自
宅
へ
届
け
ま
す

＊
毎
月
第
２
日
曜
日
に
開
催

■
問
い
合
わ
せ
先

　

Ａ
Ｒ
（
松
井
）

　

☎
０
８
０
（
４
２
７
６
）

７
９
７
６

国
・
県
な
ど
か
ら

中
小
企
業
へ
の

業
務
改
善
助
成
金

受
付
を
再
開

県
立
高
校
定
時
制

入
試
特
例
措
置

●
試
験
日　
３
月
12
日（
火
）、

同
13
日
（
水
）

●
内
容　

学
力
検
査
を
実
施

①
高
等
部
本
科

　

普
通
科
、
生
活
技
能
科
、

保
健
理
療
科

②
専
攻
科

　

保
健
理
療
科
、
理
療
科
、

研
修
科

●
対
象　

視
覚
障
が
い
の
あ

る
人

●
募
集
期
間　

２
月
１
日

（
金
）
〜
同
13
日
（
水
）

●
試
験
・
面
接
日　

３
月
５

日
（
火
）

＊
選
考
内
容
、
願
書
請
求
は

問
い
合
わ
せ
を

●
合
格
発
表
日　

３
月
15
日

（
金
）

●
申
込
方
法　

同
学
校
へ
次

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申

し
込
む

▽
郵
送
（
〒
８
１
８
・
０
０

１
４
／
筑
紫
野
市
大
字
牛

島
１
５
１
）

▽
直
接
窓
口
へ
持
参

【
教
育
相
談
】

●
主
催　

同
学
校

●
日
時　

月
〜
金
曜
日
の
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

●
場
所　

同
学
校

●
内
容　

教
育
・
進
路
相

談
、
学
習
・
研
修
支
援
、

視
覚
障
が
い
に
関
す
る
理

解
・
啓
発
活
動
・
情
報
提

供
な
ど

＊
秘
密
厳
守

●
相
談
員　

同
学
校
職
員

●
対
象　

視
覚
障
が
い
の
あ

る
人
、
関
係
者
、
視
覚
障

が
い
に
つ
い
て
学
習
・
研

修
す
る
人（
中
学
生
以
上
）

●
相
談
料　

無
料

＊
事
前
申
込
必
要

【
共
通
事
項
】

■
問
い
合
わ
せ
先

　

同
学
校

わくわく体験報告会
　市では、本年度、市内
で実施されたさまざまな
体験活動に参加した子ど
もたちが、その成果を発
表する「わくわく体験報
告会」を開催します。昨
年４月に施行された「宗
像市子ども基本条例」の
制定に深く関わった横山
正幸さんの基調講演も実
施します。
　みなさんぜひ参加し、子どもたちの成長を感じてください。入場
無料。
●日時　１月19日（土）
▽開場＝13：00
▽実施＝13：20～16：00
●会場　メイトム宗像・多目的ホール
●内容
【第１部】
▽講演「今、なぜ体験活動か～子どもの現状から考える～」／
　　　　横山正幸さん（福岡教育大名誉教授）
【第２部】
▽体験発表＝通学合宿、少年少女海外派遣研修使節団、子どもまつ
り子ども実行委員会、赤間地区コミュニティ青少年育成部会など

＊各団体��～��分程度
▽パネル展示＝各地区コミュニティの活動報告、少年少女海外派遣
研修使節団、イングリッシュサマーキャンプなど

●対象　学校関係者、青少年育成に関わっている人、青少年育成に
関心がある人

■問い合わせ先　子ども育成課　☎（36）１２１４

　市では、福津市、宮若市、岡垣町と昨年11月22日、「宗像市外２
市１町鳥獣加工処理施設の運営等に係る協定」を締結しました。
　近年、有害鳥獣の被害が増え、特にイノシシによる農作物被害は
深刻です。民家の庭先や市街地に出没するなど住民不安も広がって
います。
　そこで、市と同じ問題を抱える２市１町と広域で運営する鳥獣加
工処理施設を宗像市池田に整備することを決定。現在建築中で、２
月１日（金）から運営を開始する予定です。
　この施設では、捕獲後の鳥獣を円滑・適正に処理。また、その一
部を食肉として有効利用できるように加工。駆除従事者の駆除後処
理の省力化、駆除意欲の向上、従事者数の確保につなげ、さらなる
捕獲を目指します。
　谷井博美市長は「この施設の整備で、イノシシのさらなる捕獲が
進み、農作物の被害減少、住民生活の安全確保が図られると考えて
います。捕獲後のイノシシを効率的、衛生的に処理し、その肉を販
売するなど有効利用していきたい」と述べました。

■問い合わせ先　農業振興課　☎（36）００４１

せ
ず
、
作
文
と
面
接
で
入

学
者
を
選
抜
（
一
部
学
校

を
除
く
）

●
対
象　

高
校
入
学
資
格
が

あ
る
４
月
１
日
（
月
）
現

在
で
20
歳
以
上
の
人

●
願
書
配
布
場
所
・
試
験
会

場　

志
願
先
の
高
校

●
願
書
受
付
期
間　

２
月
18

日
（
月
）
〜
同
25
日
（
月
）

正
午
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先

▽
県
教
育
庁
高
校
教
育
課

　

☎
０
９
２
（
６
４
３
）
３

９
０
４

▽
志
願
先
の
高
校

●
日
時　

1
月
30
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
受
付
、
同

２
時
〜
同
４
時
30
分
実
施

●
場
所　

同
事
務
所
・
大
会

議
室
（
糟
屋
郡
粕
屋
町
戸

原
２
３
５
・
７
）

●
内
容　

講
話
「
妊
娠
と

は
？　

不
妊
と
は
？　

〜

メ
カ
ニ
ズ
ム
と
治
療
の
ス

テ
ッ
プ
〜
」

●
講
師　

加
来
久
美
さ
ん

（
フ
ラ
ウ
エ
ン
ハ
ウ
ス
加

来
開
業
助
産
師
）

●
参
加
費　

無
料

■
申
込
方
法　

１
月
16
日

（
水
）
ま
で
に
、
同
事
務

所
健
康
増
進
課
へ
次
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込

む
▽
☎
０
９
２
（
９
３
９
）
１

５
３
４

▽
①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④

電
話
番
号
を
明
記
し
て
、

FAX
０
９
２
（
９
３
９
）
１

１
８
６

＊
申
込
受
付
後
の
通
知
は
し

ま
せ
ん
の
で
、
当
日
、
直

接
会
場
に
来
て
く
だ
さ
い

社
（
福
岡
市
中
央
区
天
神

５
・
３
・
１
須
崎
ビ
ル
３

階
）、県
庁（
総
合
案
内
所
、

県
民
情
報
セ
ン
タ
ー
、
県

営
住
宅
課
／
福
岡
市
博
多

区
東
公
園
７
・
７
）、
県

内
各
市
（
区
）
役
所
、
町

村
役
場
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

▽
県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住

宅
管
理
部
管
理
課

　

☎
０
９
２
（
７
８
１
）
８

０
２
９

▽
県
庁
県
営
住
宅
課

　

☎
０
９
２
（
６
４
３
）
３

７
３
９

☎
０
９
２
（
９
２
５
）
３

０
５
３

胸を張って発表する子どもたち

子どもたちの成長を披露



農 業 委 員 会 だ よ り 平成25年1月1日No.235 （6）

　
同
機
構
は
、
全
国
各
地
に

研
究
拠
点
が
あ
り
、
食
料
の

安
定
生
産
、
地
球
温
暖
化
な

ど
に
対
す
る
技
術
開
発
、
新

需
要
の
創
出
、
地
域
資
源
活

用
の
研
究
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

①
独
立
行
政
法
人
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構

九
州
沖
縄
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
（
熊
本
県
合
志
市
）

　

昨
年
８
月
に
実
施
し
た
農
業
委
員
の
県
外
視
察
研
修
は
、
こ
れ
か
ら
の
宗
像

市
農
業
の
方
向
性
を
示
す
ヒ
ン
ト
を
得
る
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
百
姓
隊
は
、
約
10
年
前
に

13
人
の
地
元
生
産
者
が
生
産

者
直
販
所
を
開
設
し
た
の
が

始
ま
り
で
す
。

　
そ
の
後
、
地
元
の
ス
ー

パ
ー
な
ど
に
直
売
所
を
設
け

る
な
ど
事
業
を
拡
大
。
平
成

18
年
に
法
人
組
織
に
な
る
と

同
時
に
認
定
農
家
を
取
得

し
、
本
格
的
に
生
産
、
加
工
、

販
売
で
き
る
農
業
生
産
法
人

と
な
り
ま
し
た
。
20
歳
代
の

若
い
ス
タ
ッ
フ
が
中
心
と
な

り
、
自
社
直
営
農
場
で
の
生

産
の
他
、
県
内
各
地
に
い
る

百
姓
隊
メ
ン
バ
ー
25
人
と
連

携
し
、
地
採
れ
野
菜
や
宮
崎谷口さん（手前）の話に聞き入る同委員

　
県
農
業
会
議
が
主
催
す
る

同
研
修
会
が
昨
年
8
月
21

日
、
飯
塚
市
で
開
催
さ
れ
、

宗
像
市
農
業
委
員
も
参
加
し

ま
し
た
。

　
全
国
に
は
、
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
、
耕
作
放
棄
地
の

増
加
な
ど
で
、
５
年
後
、
10

年
後
の
展
望
が
描
け
な
い
集

　
【
担
い
手
対
策
】

　
　

農
家
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
が
深
刻
化
し

て
い
る
実
情
へ
の
対
策
や
、
宗
像
市
農
業
を
守

る
た
め
に
は
、
後
継
者
や
新
規
就
農
者
が
意
欲

を
持
っ
て
農
業
に
取
り
組
め
る
条
件
整
備
が
急

が
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
【
補
助
事
業
等
助
成
の
充
実
】

　
　

農
業
者
が
効
率
的
、
安
定
的
か
つ
継
続
的
に

農
業
経
営
を
進
め
る
た
め
に
は
、
市
の
補
助
事

業
な
ど
を
有
効
に
活
用
し
、
自
己
の
経
営
基
盤

を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
そ

の
た
め
の
幅
広
い
補
助
事
業
の
助
成
の
充
実
が

望
ま
れ
る
。

　
【
イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
】

　
　

農
作
物
の
被
害
は
甚
大
で
、
栽
培
意
欲
も
損

な
わ
れ
耕
作
を
放
棄
す
る
農
業
者
も
多
い
。
農

業
を
守
る
た
め
に
は
、
イ
ノ
シ
シ
駆
除
が
必
要

不
可
欠
で
、
被
害
状
況
の
把
握
や
駆
除
対
策
費

増
額
の
見
直
し
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

　
【
地
域
農
業
の
活
性
化
、
女
性
農
業
者
支
援
】

　
　

女
性
の
き
め
細
や
か
な
感
性
を
取
り
入
れ
た

加
工
食
品
や
商
品
の
開
発
な
ど
、
よ
り
多
く
の

女
性
が
積
極
的
に
農
業
に
関
わ
る
こ
と
で
農
業

も
変
わ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
た
め
の
幅
広

い
支
援
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

　
【
む
な
か
た
地
域
農
業
活
性
化
機
構
の
機
能
充
実
】

　
　

農
地
利
用
集
積
事
業
、
耕
作
放
棄
化
す
る
農

地
に
対
し
、
地
域
内
で
の
利
用
調
整
や
関
係
機

関
と
の
協
力
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
地
域
農
業

の
推
進
に
も
っ
と
貢
献
し
て
ほ
し
い
。

　
【
地
産
地
消
の
推
進
】

　
　

地
産
地
消
を
進
め
る
た
め
に
は
、
自
ら
が
よ

り
安
全
・
安
心
な
農
産
物
を
増
産
す
る
こ
と
が

前
提
で
あ
り
、
消
費
者
の
購
買
意
欲
を
高
め
る

加
工
食
品
の
開
発
な
ど
も
今
後
必
要
で
は
な
い

か
。

品
種
開
発
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
直
販
…

独
自
の
方
法
で
売
り
上
げ
に
貢
献

「
農
業
委
員
会
視
察
研
修
」

始
め
ら
れ
る
・
続
け
ら
れ
る
農
業
を
目
指
す

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
研
修
会
」

農業委員と認定農業者との意見交換会
　

市
農
業
振
興
施
策
に
関
わ
る
建
議

の
回
答
に
つ
い
て
、
宗
像
市
認
定
農

業
者
と
の
意
見
交
換
会
が
昨
年
７
月

��
日
、
市
役
所
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
九
州
沖
縄
農
業
研
究
セ
ン

タ
ー
は
暖
地
に
位
置
す
る
た

め
、
台
風
や
干
ば
つ
、
温
暖

化
に
伴
う
作
物
・
家
畜
の
高

温
障
害
や
新
規
発
生
病
害
虫

問
題
へ
の
対
応
研
究
に
緊
急

課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
特
に
、
新
品

種
の
黒
豆
大
豆

「
ク
ロ
ダ
マ
ル
」

や
、
ヒ
ノ
ヒ
カ

リ
の
後
継
品
種

と
し
て
開
発
さ

れ
た
高
温
に
強

い
米
「
に
こ
ま

る
」
は
、
各
委

員
の
関
心
を
引

き
、
熱
心
な
質

疑
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

　「
ク
ロ
ダ
マ

ル
」
は
、
九
州
な
ど
の
暖
地

向
け
の
品
種
で
、「
ツ
ヤ
が

あ
り
外
観
が
良
い
」「
苦
み

が
少
な
く
甘
み
が
強
い
」「
加

工
時
に
粒
割
れ
し
に
く
い
」

「
目
の
働
き
の
向
上
や
眼
病

予
防
の
効
果
が
あ
る
ア
ン
ト

シ
ア
ニ
ン
が
多
く
含
ま
れ

る
」
な
ど
の
長
所
が
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、「
に
こ
ま
る
」
は
、

「
高
温
年
で
も
収
量
が
安
定

し
て
い
る
」「
粒
張
り
が
良

く
、
精
米
時
に
不
良
品
が
出

に
く
い
」「
食
感
が
モ
チ
モ

チ
し
て
い
る
」
な
ど
の
特
長

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
品

種
は
、
宗
像
市
で
も
特
産
品

と
し
て
導
入
を
検
討
す
る
価

値
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

同センターで熱心に研修を受ける同委員

②
農
業
生
産
法
人
（
株
）
百
姓
隊

（
宮
崎
県
宮
崎
市
）

伝
統
野
菜
、
農
産
加
工
品
な

ど
を
生
産
・
販
売
し
て
い
ま

す
。特
に
、強
く
印
象
に
残
っ

た
の
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

直
販
と
「
百
姓
が
作
っ
た
食

べ
る
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」「
キ

ン
カ
ン
ジ
ャ
ム
」
な
ど
の
農

産
加
工
品
で
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
直
販

は
、
約
２
年
前
か
ら
の
取
り

組
み
で
、
現
在
は
、
全
売
り

上
げ
の
25
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

を
占
め
る
ま
で
に
成
長
。「
情

熱
野
菜
セ
ッ
ト
」
は
、
全
国

か
ら
年
間
１
万
箱
を
超
え
る

注
文
を
受
け
て
い
ま
す
。「
安

全
・
新
鮮
・
お
い
し
い
食
材

で
あ
れ
ば
、
高
く
て
も
売
れ

る
」
と
い
う
社
長
の
谷
口
寛

俊
（
ひ
ろ
と
し
）
さ
ん
の
言

葉
が
強
く
印
象
に
残
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、「
百
姓
隊
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
い
か
に
広
く
周

知
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
が

今
後
の
課
題
の
一
つ
」
と
語

り
ま
し
た
。

イノシシ・シカ
狩猟期間延長

　宗像地域で、被害が毎年多くなっているイノシシ・シ
カの狩猟期間が、銃は３月15日まで、わなは４月15日ま
で（イノシシのみ）延長されました。
　なお、市では、農作物被害を防除
するための補助金制度があります。
　詳しくは、市農業振興課☎（36）
００４１へ問い合わせを。

　
昨
年
９
月
27
日
に
開
催
さ

れ
た
宗
像
市
・
福
津
市
農

業
委
員
会
合
同
研
究
会
で

は
、
農
業
を
通
じ
て
各
地
の

地
域
お
こ
し
を
実
施
し
て
い

る
、
久
留
米
市
田
主
丸
在
住

の「Local & Design

（
ロ
ー

カ
ル
＆
デ
ザ
イ
ン
）」
の
髙

山
美
佳
さ
ん
を
招
き
、「
農

を
伝
え
る
こ
と
で
地
域
が
変

わ
る
」
と
題
し
て
講
演
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　
田
主
丸
で
は
、
除
草
剤
を

使
わ
ず
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
を

地
域
と
農
業
の
関
係
性
を
学
ぶ

「
宗
像
地
区
農
業
委
員
研
修
会
」

し
な
い
巨
峰
づ
く
り
を
50
年

継
続
。
巨
峰
ワ
イ
ン
や
巨
峰

ナ
ビ
に
よ
る
観
光
客
の
誘
致

の
成
功
と
い
う
よ
う
な
実
績

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
髙
山
さ
ん
は
、
柳

川
市
で
は
特
産
品
の
ド
ラ
イ

イ
チ
ジ
ク
「
お
ひ
さ
ま
イ
チ

ジ
ク
」
の
開
発
に
も
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

　
宗
像
地
域
で
も
、
積
極
的

に
地
域
性
を
考
え
た
農
作
物

を
育
て
た
い
と
の
意
見
が
多

く
出
ま
し
た
。

落
や
地
域
が
あ
り
ま
す
。

　
県
農
業
会
議
事
務
局
次
長

の
長
野
彰
さ
ん
は
、
人
と
農

地
の
問
題
に
つ
い
て
「
農
業

の
将
来
、
特
に
、
ど
の
よ
う

な
経
営
体
が
中
心
と
な
っ
て

農
地
を
集
め
、
地
域
農
業
を

引
っ
張
っ
て
い
く
の
か
、
ま

た
、
青
年
就
農
者
を
ど
の
よ

う
に
地
域
に
定
着
さ
せ
て
い

く
の
か
な
ど
を
真
剣
に
考
え

て
ほ
し
い
」と
語
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、農
林
水
産
省
で
は
、

こ
の
よ
う
な
人
と
農
地
の
問

題
の
解
決
に
向
け
て
、
新
規

就
農
者
や
農
地
集
積
へ
の
支

援
を
し
て
い
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
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す
」
と
笑
顔
。
鳥

羽
さ
ん
の
作
品
は
、

３
月
１
日
号
の
広
報
紙
と
一

緒
に
配
布
す
る
「
平
成
25
年

度
版
・
家
庭
ご
み
の
出
し
方

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
の
表
紙
に

な
る
予
定
で
す
。

　
な
お
、
入
賞
作
品
は
、

市
ＨＰhttp://w

w
w

.city.
m

unakata.lg.jp/

で
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　
ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
、
ご
み
の
ポ
イ
捨

て
禁
止
な
ど
を
啓
発
す
る
た

め
、
市
内
の
小
学
４
年
生
を

対
象
に
市
が
募
集
し
た
同
コ

ン
ク
ー
ル
。
今
年
は
７
７
３

点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
10

点
の
作
品
が
入
賞
し
ま
し
た

（
表
１
参
照
）。

　
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
鳥

羽
由
布
里
（
ゆ
ふ
り
）
さ

ん
（
河
東
小
）
は
「
私
た
ち

の
住
む
ま
ち
が
、
ご
み
の
な

い
、
き
れ
い
な
ま
ま
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を
込

め
て
描
き
ま
し
た
。
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
て
う
れ
し
い
で

　
環
境
フ
ェ
ス
タ
は
、
市
内
を
中

心
に
環
境
活
動
を
す
る
市
民
団
体

や
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協

議
会
、
市
、
県
な
ど
が
毎
年
協
働

で
開
催
し
て
い
る
環
境
啓
発
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

　
７
回
目
と
な
る
今
回
は
、
釣
川

の
水
質
や
飲
み
水
と
し
て
の
現
状

や
課
題
を
研
究
す
る
「
宗
像
の
環

　
地
球
温
暖
化
防
止
を
啓
発

す
る
た
め
、
市
内
の
小
学
５

年
生
を
対
象
に
市
が
募
集
し

た
同
コ
ン
ク
ー
ル
。
応
募
作

品
５
３
９
点
の
中
か
ら
市
長

表
彰
10
点
、
フ
ェ
ス
タ
実
行

委
員
長
表
彰
11
点
の
作
品
が

入
賞
し
ま
し
た
（
表
２
参

照
）。

　
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
の

は
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
づ
く
り

に
楽
し
く
取
り
組
む
様
子
が

生
き
生
き
と
表
現
さ
れ
た
吉

栁
孟
司
（
き
り
ゅ
う
・
た
け

し
）
さ
ん
（
赤
間
西
小
）
の

作
品
。
吉
栁
さ
ん
は
「
学
校

の
先
生
か
ら
入
賞
の
知
ら
せ

を
聞
い
た
時
は
、
び
っ
く
り

【
参
加
団
体
の
コ
メ
ン
ト
】

▽
永
嶋
敏
子
さ
ん
（
宗
像
コ

ン
シ
ュ
ー
マ
ー
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）

　
平
成
３
年
に
始
ま
っ
た
私

た
ち
の
活
動
も
、
今
年
で
22

年
目
で
す
。
今
回
の
出
展
で

は
多
く
の
人
に
興
味
を
持
っ

て
参
加
し
て
も
ら
い
、
中
に

は
一
緒
に
活
動
し
て
み
た
い

と
言
う
人
も
い
ま
し
た
。
会

員
数
の
減
少
や
高
齢
化
、
後

継
者
不
足
が
課
題
と
な
っ
て

い
た
の
で
、
大
変
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。
学
校
や
地
域
で

の
各
種
講
座
に
講
師
と
し
て

招
い
て
も
ら
う
機
会
も
年
々

増
え
、
市
全
体
と
し
て
環
境

意
識
が
向
上
し
て
い
る
の
を

実
感
し
て
い
ま
す
。

【
来
場
者
の
コ
メ
ン
ト
】

　
節
電
や
リ
サ
イ
ク
ル
、
ダ

ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
な
ど

今
日
か
ら
始
め
ら
れ
る
こ
と

を
し
よ
う
と
い
う
前
向
き
な

意
見
が
多
く
、
一
人
ひ
と
り

が
宗
像
市
の
環
境
へ
の
思
い

を
強
め
ま
し
た
。

し
て
心
臓
が
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
。

自
宅
の
庭
で
育
て
た
ゴ
ー
ヤ
の
葉
っ

ぱ
を
よ
く
観
察
し
、
葉
脈
ま
で
表
現

す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。
夏

場
、
た
く
さ
ん
の
人
が
緑
の
カ
ー
テ

ン
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
大
き
な
節

電
に
つ
な
が
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
入
賞
作
品
は
、
市
ＨＰ
（
前

述
）
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

わたしにできる省エネ活動ポス
ターコンクールで最優秀賞に輝い
た吉栁さんの作品

【
ご
み
の
な
い
街
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
】

ごみのない街ポスターコンクールで
最優秀賞に輝いた鳥羽さんの作品

【表２】

わたしにできる省エネ活動ポスターコンクール

賞
市長表彰

小学校名 氏名

最優秀賞 赤間西 吉栁  孟司

優秀賞

日の里西 小林  葵

自由ヶ丘 青木  理紗

河東西 尾嵜  彩夏（さやか）

入選

南郷 小畠  みのり

日の里西 石村  光平（こうへい）

自由ヶ丘
富山  うらら

三坂  萌笑（もえみ）

河東西
花田  扇沙（みさ）

福山  未紘（みひろ）

賞
フェスタ実行委員長表彰

小学校名 氏名

環
境
フ
ェ
ス
タ
賞

南郷

坂下  巴那（はな）

須藤  由衣

吉原  夏海

東郷
高田  航輔

中野  美雨（みう）

日の里東
大塚  菜帆

松尾  陽菜（はるな）

自由ヶ丘
岩永  侑樹

田中  万尋（まひろ）

赤間西 河津  朱莉（あかり）

玄海東 伊藤  雅美

　
「
省
エ
ネ
が
合
言
葉
、
わ
が
ま
ち
む
な
か
た
」
を
テ
ー
マ
に
、
む

な
か
た
環
境
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２
が
昨
年
��
月
��
日
、
メ
イ
ト
ム
宗

像
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

�

同
実
行
委
員
会
事
務
局
（
自
然
環
境
課
内
）
☎
（
�6
）
１
１
３
０

【
わ
た
し
に
で
き
る

　

省
エ
ネ
活
動
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
】

【
参
加
団
体
に
よ
る
啓
発
展
示
・
活
動
紹
介
】

境
を
考
え
る
会
」、
生

物
保
護
や
海
岸
清
掃
な

ど
の
環
境
保
護
活
動
を

し
て
い
る
「
改
革
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」、
環
境
に

や
さ
し
く
継
続
可
能

な
農
業
に
取
り
組
む

「
タ
ッ
キ
ー
ベ
ジ
ガ
ー

デ
ン
」
が
初
出
展
。
計

29
の
団
体
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、結
工
房
で
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
多
目
的
ホ
ー
ル

で
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人

コ
ラ
ボ
む

な
か
た
の
企
画
・
運

営
に
よ
る
ダ
ン
ス
や

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど

の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
、
子
ど
も
た
ち
の

交
流
会
が
開
か
れ
、

約
３
０
０
０
人
の
来

場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。 笑顔でダンスを披露する子どもたち

来場者でにぎわう出展団体ブース

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
多
く

の
来
場
者
が
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ

ン
ポ
ス
ト
講
座
の
他
、
学
校
給

食
の
廃
油
か
ら
で
き
た
リ
サ
イ

ク
ル
石
け
ん
の
型
抜
き
や
Ｌ
Ｅ

Ｄ
輪
投
げ
ゲ
ー
ム
、
牛
乳
パ
ッ

ク
で
の
小
物
作
り
な
ど
を
体
験

し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　
屋
外
広
場
で
は
、
太
陽
光
発

電
や
風
力
発
電
な
ど
に
よ
る
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
展
示
、

模
型
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
の
製
作
・

走
行
会
が
開
か
れ
、
子
ど
も
た

ち
の
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

　
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営

協
議
会
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
各
地
区
で
環
境
活
動
に
取

り
組
む
様
子
が
、
ま
た
、
緑
の

カ
ー
テ
ン
写
真
展
示
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
市
内
の
家
庭
や
事
業
所

が
緑
を
育
て
、
日
差
し
対
策
に

取
り
組
む
写
真
が
パ
ネ
ル
で
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　
保
育
園
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
給
食
調
理
時
に
出
た
生
ご

み
を
子
ど
も
た
ち
が
堆
肥
化

し
、
野
菜
を
育
て
て
収
穫
す
る

取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
来
場
者
は
、
子
ど
も
た
ち

の
か
わ
い
い
写
真
や
、
実
際
に

収
穫
さ
れ
た
野
菜
に
足
を
止
め

て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

各地区コミュニティ運営協議会の展示コーナー

【表１】

ごみのない街ポスターコンクール

賞 小学校名 氏名

最優秀賞 河東 鳥羽  由布里

優秀賞

赤間 白木  あやな

河東 田島  亜采（あや）

東郷 山本  彩華

日の里東 足立  愛結紗（あゆさ）

日の里西 椛島  萌々香（ももか）

赤間西 平林  萌生（めい）

自由ヶ丘南 嵜野  唯楓（いぶき）

玄海 立部  真子

地島 今西  結威（ゆうい）

県地球温暖化対策
マスコットキャラクター

「エコトン」

む
な
か
た
環
境
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２

（敬称略）

（敬称略）
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お知らせ

宗
像
五
行
歌
会

会
員
募
集

●
主
催
　
同
会

●
日
時
　
１
月
19
日
（
土
）

午
前
11
時
〜
午
後
１
時

●
会
場
　
広
陵
台
２
丁
目
集

会
場
（
広
陵
台
入
口
バ
ス

停
そ
ば
）

●
内
容
　
奇
数
月
の
第
３
土

曜
日
に
歌
会
を
開
催
（
年

６
回
）

＊
五
行
歌
と
は
、
１
行
１
〜

11
文
字
程
度
で
自
分
の
思

い
を
５
行
に
分
け
て
書
く

詩
歌

●
参
加
費
　
５
０
０
円

＊
見
学
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　
同
会
（
杉
本
）

�

☎
（
35
）
０
８
８
３

●
主
催
　
一
般
財
団
法
人
む

な
か
た
地
域
農
業
活
性
化

機
構

●
日
時
　
１
月
20
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午

●
会
場
　
市
役
所
北
館
１

階
・
１
０
３
Ａ
会
議
室

●
内
容
　
就
農
に
向
け
た
説

明
会
と
個
別
相
談

▽
む
な
か
た
地
域
の
農
家
に

よ
る
就
農
ア
ド
バ
イ
ス

▽
県
や
市
な
ど
関
係
機
関
に

よ
る
就
農
支
援
事
業
な
ど

の
説
明

▽
就
農
に
関
す
る
個
別
面
接

相
談
（
希
望
者
の
み
）

●
対
象
　
宗
像
市
か
福
津
市

で
農
業
を
始
め
た
い
人
、

農
業
に
関
心
の
あ
る
人
、

農
業
技
術
の
研
修
先
を
探

む
な
か
た
地
域

新
規
就
農
相
談
会

●
主
催
　
あ
っ
た
か
マ
マ
す

ぽ
っ
と

●
日
時
　
１
月
21
日
（
月
）

午
前
９
時
45
分
受
付
、
同

10
時
〜
正
午
実
施

●
会
場
　
メ
イ
ト
ム
宗
像
・

２
０
２
会
議
室

●
演
題
　「
発
達
障
が
い
の

理
解
と
支
援
〜
思
春
期
の

子
ど
も
へ
の
対
応
に
つ
い

て
〜
」

●
講
師
　
坂
口
美
由
紀
さ
ん

（
福
岡
市
発
達
障
が
い
者

「
あ
っ
た
か
マ
マ

す
ぽ
っ
と
」
講
演
会

玄
界
環
境
組
合

嘱
託
職
員
を
募
集

●
業
務
内
容
　
宗
像
と
古
賀

清
掃
工
場
の
施
設
管
理

●
応
募
要
件

①
第
２
種
ボ
イ
ラ
ー
タ
ー
ビ

ン
主
任
技
術
の
資
格
を
持

つ
人

②
第
３
種
電
気
主
任
技
術
の

資
格
を
持
つ
人

●
任
用
期
間
　
４
月
１
日

（
月
）
〜
平
成
26
年
３
月

31
日
（
月
）

●
給
料
　
月
額
22
万
２
９
０

０
円
（
予
定
）

●
待
遇
　
社
会
保
険
な
ど

●
募
集
人
数
　
①
②
各
２
人

●
面
接
試
験
日
　
２
月
24
日

（
日
）

●
試
験
会
場
　
古
賀
清
掃
工

場
（
古
賀
市
筵
内
１
９
７

０
・
１
）

●
願
書
受
付
期
間
　
１
月
７

日
（
月
）
〜
同
31
日
（
木
）

＊
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
を

■
問
い
合
わ
せ
先

同
組
合
総
務
課

☎
０
９
２
（
９
４
０
）
１

３
１
０

し
て
い
る
人
、
農
業
を
始

め
る
と
き
の
公
的
支
援
を

知
り
た
い
人
他

●
定
員
　
先
着
30
人

●
相
談
料
　
無
料

■
申
込
方
法
　
１
月
17
日

（
木
）
午
後
５
時
ま
で
に
、

同
機
構
☎
（
36
）
７
８
８

３
へ
電
話
で
申
し
込
む

支
援
セ
ン
タ
ー
）

●
対
象
　
発
達
障
が
い
に
関

心
の
あ
る
市
民

●
定
員
　
先
着
50
人

●
参
加
費
　
１
０
０
円

●
託
児
　
３
０
０
円
（
０
歳

〜
就
学
前
）

＊
託
児
の
み
１
月
11
日（
金
）

ま
で
に
、
①
住
所
②
子
ど

も
の
氏
名
と
年
齢
③
電
話

番
号
を
明
記
し
て
、
FAX

（
34
）
８
２
２
８
へ
要
予

約
■
問
い
合
わ
せ
先

同
団
体
（
内
田
）

　
☎
（
34
）
８
２
２
８

▽
講
義
＝
①
現
在
の
医
療
・

看
護
の
動
向
に
つ
い
て
②

医
療
安
全
・
感
染
対
策
に

つ
い
て

▽
技
術
演
習
＝
①
静
脈
内
注

射
、
採
血
、
血
糖
測
定
②

輸
液
ポ
ン
プ
、
シ
リ
ン
ジ

ポ
ン
プ
の
取
り
扱
い
③
衛

生
材
料
の
取
り
扱
い
な
ど

●
対
象
　
未
就
業
の
看
護
師

か
准
看
護
師
で
、
臨
床
復

帰
に
不
安
が
あ
る
人

●
定
員
　
先
着
15
人

●
参
加
費
　
無
料

＊
昼
食
は
主
催
者
が
準
備

●
持
参
品
　
筆
記
用
具
、
動

き
や
す
い
服
装
、
ヒ
ー
ル

の
な
い
靴

●
託
児
　
無
料

＊
院
内
保
育
所
の
利
用
希
望

者
は
申
込
時
に
相
談
を

■
申
込
方
法
　
１
月
18
日

（
金
）
ま
で
に
、
同
病
院

看
護
部
☎
（
37
）
１
１
８

８
へ
電
話
で
申
し
込
む

国
・
県
な
ど
か
ら

潜
在
看
護
師
セ
ミ
ナ
ー

●
主
催
　
宗
像
医
師
会
病
院

看
護
部

●
日
時
　
１
月
25
日
（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

●
場
所
　
同
病
院
・
研
修
室

●
内
容

●
主
催
　
県
宗
像
・
遠
賀
保

健
福
祉
環
境
事
務
所

●
日
時
　
１
月
22
日
（
火
）

午
後
３
時
〜
同
５
時

●
会
場
　
宗
像
総
合
庁
舎
２

階
・
大
会
議
室
（
東
郷
）

発
達
支
援
研
修
会

＊
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
公

共
交
通
機
関
の
利
用
を

●
内
容
　
講
演
「
発
達
障
が

い
児
・
者
へ
の
社
会
適
応

の
実
践
に
向
け
て
」

●
講
師
　
永
吉
美
砂
子
さ
ん

（
宗
像
水
光
会
総
合
病
院

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

医
長
）

●
対
象
　
家
族
に
発
達
障
が

い
児
・
者
が
い
る
人
、
教

育
・
保
健
福
祉
・
就
労
な

ど
の
分
野
で
相
談
事
業
に

従
事
し
て
い
る
人

●
定
員
　
先
着
80
人

●
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法
　
１
月
11
日

（
金
）
ま
で
に
、
同
事
務

所
健
康
増
進
課
精
神
保
健

係
☎
（
36
）
２
４
７
３
へ

電
話
で
申
し
込
む

　海の道むなかた館では、３
回目のミュージアムコンサー
トを１月18日（金）に開催。今
年最初のコンサートでは、筝
（こと）と尺八の演奏を届けま
す。出演者は、国内外で幅広
く活躍している筝・三絃演奏
家の宮本直美さんと、尺八・
土笛演奏家の山崎箜山（こう
ざん）さんです。
　宮本さんは、全国筝曲コン
クールで連続で入賞した経験
もあり、現在は生田流宮城社大師範で、筝の社中「夢芸会」
を主宰しています。山崎さんは、2001年から津軽三味

線 ｢吉田兄弟｣ の尺八を
担当。また、2007年に米
国カーネギーホールでユ
ニセフチャリティショー
に出演するなど、日本を
代表する尺八演奏家の一
人です。
　ぜひこの機会に、本格
的な和の音色を聴いてみ
ませんか。入場無料。

●日程　１月18日（金）
●時間　①18:00〜18:30　②19:30〜20:00
●定員　先着100人（立ち見含む）

■問い合わせ先　海の道むなかた館　☎（62）２６００

和の音色に
  耳を澄ませて…

ミュ
ージアムコンサート♪

がんばれブルース！がんばれブルース！
謹賀新年　今年もみなさんの応援をよろしくお願いします！

　宗像市を本拠地とするトップリーグのラグビーチーム「福岡サ
ニックスブルース」。主将の永下安武選手から新年のあいさつです。
　

　新年あけましておめでとうございます。昨
年もたくさんの応援をありがとうございまし
た。今シーズン、なかなかみなさんの期待に
応えられず、申し訳なく思っています。残り試合もわずかで
すが、宗像市民のみなさんのご声援に応えられるよう精一杯
頑張りますので、変わらぬ応援をよろしくお願いします。

■問い合わせ先　市民活動推進課　☎（36）１５４０

箏の宮本さん

尺八の山崎さん

福岡サニックスブルースの選手たち

永下安武主将



むなかたタウンプレス お知らせ・施設

●教材費　600円（テキスト代）
●申込締切日　2月1日（金）

＊布を使って、あなたに似合う色を見
つけます

【1月の休館日】
1日（火･祝）～4日（金）、7日（月）、15日

（火）、21日（月）、28日（月）、31日（木）
＊えほんのへやは5日（土）、6日（日）も
休館日

【①赤ちゃんのおはなし会】
　0～1歳児と保護者が一緒に、わらべ
うたや絵本を楽しみます。入場無料。
●1月10日（木）、17日（木）、24日（木）

11:00～11:30（0歳 児 対 象 ）、
11:30～12:00（1歳児対象）／ 
えほんのへや（メイトム宗像内）／お
はなしボランティア「ととけっこう」

【②小さい子のためのおはなし会】
　就学前の子ども向けのおはなし会。
入場無料。誰でも参加できます。
●1月11日（金）、18日（金）、25日（金）

11:00～11:30／えほんのへや（メ
イトム宗像内）／おはなしボラン
ティア「おはなし　あのね！」

（①②共通事項）
　絵本の読み聞かせなどを実施するス
タッフを募集中。詳しくは問い合わせを。

【妊婦さんのおはなし会】
　妊婦さんと家族のためのおはなし
会。わらべうたや絵本の読み聞かせな
ど。入場無料。誰でも参加できます。
●1月11日（金）13:30～14:00／えほ

んのへや（メイトム宗像内）／おはな
しボランティア「ととけっこう」、図
書館職員

【おはなし会】
　絵本の読み聞かせやパネルシアター
など。入場無料。誰でも参加できます。
●1月12日（ 土 ）14:30～15:00／ 

えほんのへや（メイトム宗像内）／お
はなしボランティア「ストロベリー
ランド」

●1月26日（土）11:00～11:30／深田
分館（海の道むなかた館内）／おはな
しボランティア「お話げんかい」

【同大学吹奏楽部第48回定期演奏会】
＊市、市教育委員会後援
●日時　1月26日（土）17:30～（17:00

受付）
●場所　福岡市民会館
●指揮　栗田哲海（さとみ）、渡邊祥吾、

白石勇貴
●内容　学生指揮ステージ、ポップス

ステージ、客演指揮ステージ
●入場料　600円（前売券500円）
＊小学生以下は無料
■問い合わせ先　福岡教育大学吹奏楽

部情宣（篠崎）
　☎090（5736）2798

【ママとキッズのなかよしクラブ】
①年の始めに～お正月遊び～
②こねてまるめて～小麦粉粘土遊び～
●日程　①1月30日（水）
　　　　②2月  6日(水)

（①②共通事項）
●時間　10:00～11:00（9:45受付）
●参加費　無料
＊事前申込不要

【おひさまランチ】
③お正月ランチ④節分ランチ
●日程　③1月12日（土）
　　　　④2月  1日（金）

（③④共通事項）
●時間　11:30～
●定員　先着8組
●参加費
▽大人＝250円
▽子ども＝200円
＊除去食、離乳食の対応できます
■申込方法　③1月7日（月）④1月22

日（火）の10:00から、同保育園へ電
話で申し込む

【おひさまルーム】
　同園が、園庭やプレイルームを開放
します。お母さん同士で情報交換やお
しゃべりをしてリフレッシュしません
か。育児相談も随時実施。事前申込不要。
●日時　1月18日（金）
　　　　10:00～11:30

【全共通事項】
●場所　同保育園

（10）

友達を勇気を出してたすけよう　その一言で　え顔になれる（椛島　匡
まさし

・赤間西小４年）　　　　　　気をつけよう　小さな一言　大きなキズ（吉田　涼・赤間小５年）

●内容　わらべうた、絵本の読み聞か
せ、赤ちゃんと交流会など

●対象　0～1歳前後の第1子の子ども
と保護者

●定員　先着12組
●持参品　お茶、バスタオル
■申込方法　1月7日（月）10:00から、

子育て支援センターへ次のいずれか
の方法で申し込む

▽☎（37）3741
▽直接窓口

　子育てサロンは、誰でも自由に参加
できます。
＊1月1日（火･祝）～2月8日（金）まで
の開催予定を掲載
＊主催者の都合で開催日時の変更や休
みの場合あり

【サロン名／場所／日時／問い合わせ先】
■子育てサロン「やんちゃぱーく」／ 

赤 間 コ ミ セ ン・ ふ れ あ い 公 園 ／
1月8日（火）、2月5日（火）10：30～ 
12：00／NPO法人保育サービス・
エンゼル☎090（6294）8005
＊外遊びのサロンです。雨天時は館内
■子育てサロン自由ヶ丘南／自由ヶ

丘中学校・別棟／1月11日（金）、
2月8日（金）10:00～12:00／牟田☎

（33）8520
■吉武すくすくサロン／吉武コミセン
　／1月11日（ 金 ）10:00～12:00／ 

同地区コミュニティ☎（32）5904
■ 子育てサロン「あひるクラブ」／ 

東郷コミセン／1月15日（火）10:00
～12:00／ 同 地 区 コ ミ ュ ニ テ ィ
☎（36）7711

■日の里子育てサロン／日の里中学
校管理棟1階・地域連携室／1月15
日（火）10:00～15:00／日の里子
育てサロン実行委員会（棚橋）☎090

（1348）9420
■あかまなかよしサロン／赤間コミセ

ン／1月17日（木）10:00～12:00／
同地区コミュニティ☎（39）7051

■河東中学校子育てサロン「かすた
ねっと♪」／河東中学校1階・学習室
／1月23日（水）10:00～15:10／ 
河東地区コミュニティ☎（35）1837

■池野子育てサロン「めだかっ子」／
池野コミセン／1月24日（木）10:00
～12:00／ 同 地 区 コ ミ ュ ニ テ ィ 
☎（62）2003

■ぬくもりっこ／赤間西コミセン
／1月25日（金）10:00～12:00／ 
同地区コミュニティ☎（38）9506

■岬子育てサロン「ニコニコくらぶ」
／岬コミセン／1月30日（水）10:00

～13:00／ 同 地 区 コ ミ ュ ニ テ ィ 
☎（62）2656

■須恵子育てサロン／須恵公民館／ 
2月5日（火）10:00～14:00／河東
地区コミュニティ☎（35）1837

■河東西小子育てサロン／河東西小
学校・体育館2階和室／2月8日（金）
10:00～14:00／河東地区コミュニ
ティ☎（35）1837

■おいでおいでサロン／日の里西小学
校2階・和室／2月8日（金）10:00～
14:00／池淵☎（36）7654

■日の里東小子育てサロン／日の里東
小学校・和室／2月8日（金）10:00～
14:00／野田☎090（3415）8096

■まりんらんど／大島コミセン／ 
不定期／豊福☎080（1792）1641

■地島サロン／漁村センター／不定期
／前田☎（62）1260

　男女共同参画推進センター｢ゆい｣で
は、男女共同参画の社会づくりのため
各種講座を開催しています。

【1月の休館日】
1日（火・祝）～3日（木）、5日（土）、6日

（日）
【講座の申込方法】
　①講座名②住所③氏名④年代⑤電
話番号⑥託児（5カ月～就学前）を希望
の場合は、子どもの氏名、年齢（○歳○
カ月）を明記して、男女共同参画推進 
センターへ次のいずれかの方法で申し
込む。
▽ハガキ、ファックス、電話、電子申請
（11ページ欄外）

【大切な人が「うつ」になったら…
～共にささえあうために～
（むなかた男女共同参画協議会共催）】
　大切な人の心のサインを見逃してい
ませんか。
●日時　2月14日（木）13:00～15:00
●場所　メイトム宗像・202会議室
●講師　野田敏之さん（野田クリニッ

ク院長・心療内科医）
●定員　抽選で40人
●申込締切日　2月4日（月）

【あなたをもっと輝かせる
～これが私に似合う色～】

　パーソナルカラーを学んで、自分に
似合う色を見つけてみませんか。
●日時　2月12日（火）10:00～12:00
●場所　メイトム宗像・結工房
●講師　野口みゆきさん（色彩コー

ディネーター）
●定員　抽選で20人

平成25年1月1日No.235

子育てサロン

男女 共同参画推進センター「ゆい」
〒811-3437　久原180
メイトム宗像内
☎（36）0250、FAX（36）0269

市民図書館
宗像ユリックス☎（37）1321
深 田 分 館☎（62）2346
須 恵 分 館☎（32）8691
えほんのへや☎（36）0212

赤間保育園
☎（32）6246、　 （35）2914FAX

福岡教育大学
☎（35）1238、　 （35）1700FAX

●
主
催
　
市
体
育
協
会

●
日
程
　
２
月
の
毎
週
水
曜

日
（
６
日
、
13
日
、
20
日
、

27
日
）

●
時
間
　
い
ず
れ
も
午
前
10

時
〜
正
午

●
場
所
　
市
民
体
育
館

●
内
容
　
ス
ト
レ
ッ
チ
体

操
、
自
宅
で
で
き
る
軽
い

運
動
な
ど

●
講
師
　
西
内
久
人
さ
ん

（
健
康
運
動
指
導
士
）

●
対
象
　
60
歳
以
上
の
人

●
定
員
　
先
着
30
人

●
参
加
費
　
５
０
０
円
（
保

険
料
含
む
）

■
申
込
方
法
　
１
月
23
日

（
水
）
ま
で
に
、
同
協
会

へ
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
申
し
込
む

▽
☎
（
32
）
１
２
３
０

▽
①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④

電
話
番
号
を
明
記
し
て
、

FAX
（
32
）
１
２
３
１

「
転
倒
・

寝
た
き
り
予
防
」

ス
ポ
ー
ツ
教
室

●
主
催
　
ア
ー
ト
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
デ
ザ
イ

ン
（
九
州
と
関
西
の
大
学

関
係
者
ら
で
構
成
す
る
子

ど
も
の
芸
術
活
動
を
応
援

す
る
非
営
利
活
動
団
体
）

●
講
座
内
容
／
日
時

▽
「
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①
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名
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むなかたタウンプレス
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　申込方法の記載がないものは、参加
自由です。
【「ふらこっこ」交流室】
　交流室は、乳幼児と保護者が一緒に
いつでも利用できます。
●開館日　月～金曜日、第2土曜日

（1月12日）
＊1月は、第2水曜日（9日）の午後、年始
　（1～3日）、14日（月・祝）が休館
●開館時間　10:00～15:30
【満1歳のお誕生会＆食育ミニ講座】
●日時　1月23日（水）10:30～12:00
●会場　メイトム宗像・健診室
●対象　1月に1歳になる子どもと保

護者
＊終了後、昼食会あり（弁当持参）
【みんなのひろば】
●日時　2月6日（水）10:00～11:30

（受付9:45）
●場所　メイトム宗像・多目的ホール
●内容　ミニ運動会、大型バルーン
●対象　1歳半以上の未就園児と保護者
●定員　先着40組
●持参品　動きやすい服装、お茶、タオル
●担当団体　ちびっこ探偵団
＊終了後、もったいないミニ講座あり
【①のびのび子育て応援セミナー

（市民活動交流館連携事業）】
●日時　2月7日（木）10:00～12:00

（受付9:30）
●場所　メイトム宗像・健診室
●テーマ　親子で絵本を楽しもう！

●内容
▽前半＝保護者向け講座
▽後半＝子どもと一緒におはなし会
●講師　草野美保子さん（たけのこ文庫

古賀子どもの本の交流会代表）
●対象　子育て中か出産予定の人、子

育てに関心のある市民
●定員　先着30人
●託児　無料（5カ月～就学前）、1月30

日（水）までに同センターへ要
予約

■申込開始日時　1月10日（木）10:00
【②トゥインクル★クラブ】
～ママにすてきなティータイムを～
●日時　2月16日（土）10:00～12:00
●場所　メイトム宗像・健診室
●内容　楽しくティータイム（情報交

換）と簡単な製作
●対象　双子以上と保護者、出産予定

の人
●定員　先着15組
●持参品　お茶（子ども用）、マイカッ

プ（保護者用）
■申込開始日時　1月28日(月)10:00
【①②共通事項】
■申込方法　各申込開始日時から、子
育て支援センターへ次のいずれかの
方法で申し込む

▽☎（37）3741
▽直接窓口
♦協働化提案事業♦
【赤ちゃんくらぶ】
　初めての赤ちゃんを子育て中の保護
者を対象に開催。赤ちゃんと一緒に、子
育て支援センター「ふらこっこ」のス
タッフと、日ごろの子育ての悩みや少
し不安に感じていることなどを気軽に
おしゃべりしませんか。パパの参加も
大歓迎です。
●日時　1月26日（土）10:30～12:00
●場所　子育て支援センター「ふら

こっこ」・交流室

平成25年1月1日 No.235

だより施設だより施設だより施設

子 育て支援センター「ふらこっこ」
メイトム宗像内
☎（37）3741

《妊婦と子どもなんでも相談室》　　　      子ども家庭課　☎（36）１３６５

日にち 受付時間 対　象 内　容

1月23日
（水）

9：30 〜
11：00

妊娠期から
4歳まで

妊娠中の食事、おっぱいや離乳食、育
児の相談（離乳食コーナーは10:00か
ら受付）

●場所　メイトム宗像・多目的ホール（離乳食コーナーは結工房）

《献血》　　　　　　　　  　 　　　　 　  健康づくり課　☎（36）１１８７

日にち 場　所 時　間

1月10日（木） サンリブ
くりえいと宗像

10:30 〜 12:30
13:30 〜 16:00

《県小児救急医療電話相談》
日にち 時　間 内　容 電話番号

毎日 19:00 〜
翌朝7:00

病気、けが、薬、
応急処置など

▽短縮＝＃8000
▽専用＝☎092(725)2540（福岡）
　　　　☎093(662)6700（北九州）

＊電話がダイヤル回線の人は専用電話番号を利用してください

《宗像医師会病院健診センター健康教室・健康相談》
日にち 時　間 内　容

1月11日（金）
14:00 〜 16:00

高尿酸血症の話

2月  8日（金） 生活習慣病を予防・改善する運動療法
〜お茶の間体操〜

●場所　宗像地域医療センター３階・講堂（田熊）
●料金　無料 
＊健康相談は同センター２階・健診センターで15:00～16:00実施
■問い合わせ先　宗像医師会病院健診センター　☎（37）０００７

《乳幼児健診》 　　　　　　　　　 　子ども家庭課　☎（36）１３６５

健診名 対　象 日にち 受付時間

4カ月健診
H24.  8.16 〜 H24.  8.31生   1月16日（水）

13：30 〜
14：00

H24.  9.  1 〜 H24.  9.15生   1月31日（木）

1歳6カ月
健診

H23.  6.  1 〜 H23.  6.15生   1月  8日（火）

H23.  6.16 〜 H23.  6.30生   1月17日（木）

H23.  7.  1 〜 H23.  7.15生   2月  7日（木）

3歳健診

H21.12.  1 〜 H21.12.15生   1月10日（木）

H21.12.16 〜 H21.12.31生   1月22日（火）

H22.  1.  1 〜 H22.  1.15生   2月  5日（火）

●場所　メイトム宗像・多目的ホール

《たまご学級》 　　　　　　　 　　　子ども家庭課　☎（36）１３６５

コース 内　 容 日にち 受付時間

4コース
ママのおっぱい大好き
〜お腹の中から

赤ちゃんを感じよう〜
1月25日（金） 13:30 〜

13:50

●予約制　３日前までに要予約
●所要時間　１時間30分〜２時間
●場所　メイトム宗像
●持参品　母子健康手帳、筆記用具

１

お知らせ・市民・施設

■俳句、川柳、短歌の各作品を随時募集しています。
①住所②氏名③年齢④電話番号を明記して、ハガキ
か郵送（住所不要）＝〒811ｰ3492／広報・報道係
さくひん各コーナーの係宛てへ応募してください。

＊俳句は特に制限なし
＊川柳は自由吟（雑詠）でハガキに５句以内
＊短歌は作品添削あり。１人３首以内。希望する場合
は、返信用80円切手２枚を添えて郵送

＊２月１日号は「川柳」と「短歌」を掲載します
■問い合わせ先
　秘書課広報・報道係　☎（36）１０５５
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■なんでも相談
（市役所北館1階・福祉課横）
月〜金曜日8:30〜17:00
☎（36）2237
＊祝日・年末年始は休み
■心配ごと相談
（市社会福祉協議会）
▽市役所＝第１･2･4木曜日
▽自由ヶ丘コミセン＝奇数月の第3木曜日
＊時間はいずれも10:00〜15:00
☎（37）1300
＊祝日・年末年始は休み
＊1月の自由ヶ丘コミセンでの相談は休み
■こころと生き方の相談
（市役所本館1階・相談室）
月〜金曜日13:00〜17:00
☎（36）1156
メール kokoro@city.munakata.fukuoka.jp
＊面接、電話、メールで相談受付
＊祝日・年末年始は休み
■福岡いのちの電話相談
（社会福祉法人福岡いのちの電話）
☎092（741）4343
＊24時間受付、年中無休
▽自殺予防いのちの電話＝毎月10日
8:00〜翌8:00 0120（738）556

■こころの健康相談
（宗像・遠賀保健福祉環境事務所）
第1金曜日、第2〜5水曜日
13:30〜16:00
☎（36）2473
＊前日までに要予約、祝日・年末年始は休み
■エイズ・性感染症の相談・検査
（宗像・遠賀保健福祉環境事務所）
毎週火曜日9:00〜11:00
☎（36）6098
＊匿名・無料・予約制、祝日・年末年始は休み
■B.Ｃ型肝炎の検査
（宗像・遠賀保健福祉環境事務所）
毎週火曜日9:00〜11:00
☎（36）6098
＊無料・予約制、祝日・年末年始は休み
■女性の健康相談／面接相談
（宗像・遠賀保健福祉環境事務所）
第3金曜日13:00〜16:00
☎（37）4070（専用）
＊予約制、電話相談は随時、祝日は休み
■不妊相談
（宗像・遠賀保健福祉環境事務所）
月〜金曜日9:00〜17:00
☎（37）4070（専用）
＊祝日・年末年始は休み

■補聴器相談
（市役所本館1階・第2相談室）
1月9日（水）10:00〜12:00
1月18日（金）10:00〜12:00
1月22日（火）10:00〜12:00
☎（36）3135
■原爆被害者援護相談
1月の相談は実施しません。
☎（36）3135

■家庭児童相談
（市役所西館1階・家庭児童相談室）
月〜金曜日8:30〜17:00
☎（36）1302、FAX（37）3046
＊祝日・年末年始は休み
■児童虐待全国共通ダイヤル
☎0570（064）000
＊毎日24時間受付、年中無休
■妊婦・乳幼児健康相談
（市役所西館1階・子ども家庭課）
月〜金曜日8：30〜17：00
☎（36）1365　＊祝日・年末年始は休み
■発達支援センター（メイトム宗像内）
月〜金曜日8:30〜17:00
☎（36）0224
＊祝日・年末年始は休み
■子育て支援センター「ふらこっこ」
（メイトム宗像内）
月〜金曜日、第2土曜日
10:00〜15:30
☎（37）3741
＊第2水曜日午後・祝日・年末年始は休
み
■青少年センター（メイトム宗像内）
月〜金曜日9:00〜16:30
☎（36）8303、☎（37）3500
＊祝日・年末年始は休み
■子どもホットライン24
（県福岡教育事務所）
☎092（641）9999
＊24時間受付、年中無休
■乳幼児発達診査
（宗像・遠賀保健福祉環境事務所）
偶数月の第1火曜日13:00〜16:00
☎（36）2366
＊予約制、祝日・年始は休み

■行政相談
（市役所本館2階・応接室）
第2火曜日10:00〜15:00
（大島行政センター）
第2火曜日13:00〜15:00
☎（36）1272
＊いずれも祝日は休み

■交通事故相談
（市役所本館1階・第1相談室）
1月7日（月）10:00〜15:00
☎（36）5050
■交通事故相談（県庁）
月〜金曜日9:00〜16:00
☎092（622）0403
＊祝日・年末年始は休み
■民暴特別相談
（県暴力追放運動推進センター・

吉塚合同庁舎5階）
毎月第1・第3水曜日13:30〜16:00
☎092（651)8938
＊祝日・年始は休み

■職業紹介・相談
（市役所北館2階・地域職業相談室）
月〜金曜日8:30〜17:00
☎（36）1150　＊祝日・年末年始は休み
■就業相談
（男女共同参画推進センター「ゆい」

メイトム宗像内）
第3水曜日10:00〜12:00
☎（36）0250
＊相談日の2日前までに要予約、祝日は
休み
■母子家庭等就業相談
（市役所本館1階・第1相談室）
第1・3水曜日10:00〜15:00
母子家庭等就業・

自立支援センター飯塚ブランチ
☎・FAX0948（21）0390
＊予約制、祝日・年始は休み
■職場・労働・子育て中の就職相談
（福岡労働者支援事務所・

福岡西総合庁舎5階）
月〜金曜日8:30〜17:15
＊水曜日は20:00まで
▽労働相談＝☎092（735）6149
▽子育て就職支援＝☎092（735）6150
＊祝日・年末年始は休み

■法律相談
（県庁1階・県民相談室）
第1・3金曜日13:00〜16:00
☎092（643）3333
＊予約制、祝日・年始は休み
（男女共同参画推進センター「ゆい」
� メイトム宗像内）
第3火曜日13:00〜16:00
☎（36）0250　＊予約制

■国民年金相談
（東福岡年金事務所）
月〜金曜日8:30〜17:15
☎092（651）7129
＊土曜日の開設日時は問い合わせを
▽ねんきん定期便の問い合わせ
☎0570（058）555
▽年金に関する相談
☎0570（05）1165
■消費生活相談
（市消費生活センター）
月〜金曜日、第2・第4土曜日
8:30〜17:00
＊土曜日は電話相談のみ
☎（33）5454
＊祝日・年末年始は休み
■養育費電話相談
（県母子家庭等就業・

自立支援センター飯塚ブランチ）
母子家庭の母や離婚協議中の人が対象
月〜金曜日9:00〜16:00
☎・FAX0948（21）0390
＊祝日・年末年始は休み
■多重債務電話相談
（県弁護士会）
毎週土曜日10:00〜13:00
☎092（721）6778
＊祝日、1月の第1・2土曜日は休み
（福岡財務支局）
月〜金曜日9:00〜17:00
☎092（411）7291
＊祝日・年末年始は休み
■警察相談（宗像警察署）
月〜金曜日9:00〜17:45
♯9110、☎（37）2000
＊祝日・年末年始は休み

■住宅相談／訪問相談
（住マイむなかた）
月〜金曜日9:00〜16:00
☎（37）2525
＊予約制、祝日・年末年始は休み

緊急連絡先
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心とからだ

子ども・子育て

行　政

交通事故・暴追

仕　事

法　律

その他

宗像管工事協同組合

☎（37）0435

▽24時間受付　▽私有地内工事有料

掲載募集　平成26年3月の掲載分を、1月15日（火）
午前９時から電話で受け付けます。先着５人まで。
対象は掲載時点で満３歳まで。なお、平成26年2
月までの受付は、いっぱいになりました。
■申込先　秘書課広報・報道係　☎（36）１０５５

平成25年1月1日No.235

　元気いっぱいのゆうま。いよいよ４月
から幼稚園だね！　お友達をたくさんつ
くって楽しいお話聞かせてね☆
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　食べることが大好きで、少しずつおしゃ
べりも上手になってきました。いつもニ
コニコ笑顔のゆづちゃん大好きだよ。
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　お兄ちゃん、お姉ちゃんのまねが大好
きなちーちゃん。これからも仲良し３人
組でいてね♡
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　お誕生日おめでとう！　まぁちゃんの笑
顔はパパとママの宝物です。これからも、
たくさんの笑顔を見せてね♪
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　ショベルカーなど、これからも大好き
なものをたくさん見つけて、ねーねと仲
良く、その笑顔で元気に育ってね。
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